
「美顔ヘルスアンサー」サービスコードー覧表
この健康情報の内容は個人的な使用にかきめまする転載などによると般的な公開はそき

1011意 識が異常なとき

1012人 工呼限法

1013心 臓マッサージのやり方

1014中 書物質を飲み込んだとき

1015の どに果物がつまった

1016水 に溺れた

1017ケ ガで出血が激しいとき

1018シ ョックをおこしているとき

1019頭 を強く打つた

1020胸 を強く打つた

1021 腹 を強く打つた(けがをした)とき

1022骨 折している

1023熱 傷 (ねつしょう)

1024ガ ス中薄・酸欠事故のとき

1025急 性アルコール中毒

1026署 さで倒れたとき

消化器科

1101 C型 肝炎

1102B型 肝炎

1103痔 ・肛門出血

1104過 敏性陽症候群

1105虫 垂炎

1106便 秘と下痢

1107ヘ ルエア (脱腸)

1108胆 石、胆重炎

1109胃 切除後症候群

1110潰 窮性大陽炎

1111肝 硬至症

1112脂 防肝

1113際 炎

呼限器科

1131気 管支炎

1132肺 結核

1133低 肺機能

1134肺 炎

循環器科
1161 狭 心症・心筋便塞を防ぐ生活

1162狭 心症 ・心筋梗塞の前兆

1163狭 心症・心筋便塞の敷急激命

1164狭 心症 ・心筋樫塞の治療

1165数 心症・心筋梗塞の外科療法

1166動 脈硬化を防ぐ

1167高 血圧と降圧薬

大胴行立千里救命救急センター副所長 向仲 真蔵

東京医科大学敷急医療センター教授 」ヽ池 荘介

サ1陶医科大学取急医学助教授 鈴木幸一郎

松戸市立病院欺急部部長 渋 谷 正 徳

金沢医科大学名誉教授  山 下 公 ―

東京女子医科大学敷命紋急センター助教授 モヨ'll  】怪観碧

特定医療法人健和会柳原病院院長 鈴木   篇

目立溺閑談害医療センタ判所長辺見  弘

碑 郷縮縮セン劇 鎌 岡  秀 宗

醐酎貯蔽姉舶 ンター助練 田中 事 也

蜘絆騨轍証tll練藤施崩 高橋 憂 樹

福島県立医科大学整形外科教授菊地 臣 ―

否林大学高度取命断詫ンター講師田中 秀 治

愛畑医梯南護紋髄 センター郷 野口  宏

聖|け費要垂萎黒霞締愛群需賢
長中村 希明

慶膝義塾大学医学モ限急部教授相川 直 樹

東京大学医学部第二内科教授小俣 政 男

棘好邸癖総練 翻崩陣醐 」ヽ幡  裕

検保険収総合崩畑肛開センタ報 岩垂 純―

平塚目腸病院院長    平 塚 秀 雄

順天堂大学医学部第二外科教授二川 俊 二

平塚胃腸病院院長 平塚 秀 雄

埼玉医科大学第二外科教授 里見  昭

東京女子医科大学消化器内科助教授土岐  文 武

昭和大学客員教授 冊目豊洲病院前院長費井    昭

公 立 昭 和 病 院 院 長     北 篠  慶

一

昭和大学医学部第二内科教授二三田村圭二

山陰労災病院院長    川 崎 魔 中

名古屋大学医学部第二内科教授早川 哲 夫

横浜旭中央総合病院院長 小 田切統二

結核予防会複十字病院名誉院長木野智慧光

審奏寓語夢う蜃9少学教授 谷本 普―
順天堂大学医学部呼吸器内科助教授 壇 原   高

榊原記念病院院長(循環器内科)1個田 盛 一

その他の内科 ・外科

″

″

湘南縮 総合病院名誉院長 須磨

ソこ―(株)健康開発センターセンター長石'‖

大阪市立大学名誉教授  武 田

1168高 血圧の生活指導

1169脳 卒中の外科療法

1170脳 榎基を防ぐ

1171脳 梗憲の早期発見

1172脳 梗養の治療

1173ク モ「 F出血

1201戚 人型稿尿病の早期発見

1202成 人型稿尿病の食事と生活

1203賀 血

1204膠 原病

1205胃 炎 ・ネフローゼ

1206痛 風、高尿酸血症

1207甲 状腺の病気

1208パ ーキンツン病

1209慢 性疲労症候群

1210痛 風の治し方

1211痛 風の生活指導

|がん
1231目 がんの症状と早期発見

1232食 道がんの症状と早期発見

1233子 富がんの症状と早期発見

1234乳 がんの症状と早期発見

1235師 がんの症状と早期発見

1236大 陽がんの症状と早期発見

1237肝 がんの症状と早期発見

1238白 血病

1239が んを防ぐ生活

1240が ん患者の痛みの治療

1241乳 房の切除と再建

1242人 工肛門の人の生活

1精神科と心療内科
1271う つ病

1272不 費神経症

1273ア ルコール依存症

1274不 眠、早朝覚醒

1275心 身症

1276自 律神経失鋼症

12フフ 思奮期の拒食と過食

1278登 校拒否

1279地 域の相談施設

1280精 神分裂病の医療と扱い方

1281て んかん

1282職 鵜のストレスとメンタルヘルス

前群馬県立前橋病院院長(内科)】お辺   孝

否林大学医学軸営神経外科教授斎藤  窮

順天堂大学医学部脳神経内科講師金澤   軍

″

″

否林大学医学部脳神経姉斗教授斉醸  勇

||!十1馴
君書塵突挙密露録鑑    坂 本 信夫

●″

顛 女子医科大学血液内科教授溝口 秀 昭

傾天堂大学医学部膠原病内科教授1驚本  tBj建

鯨瀬会Ell鮮織獅 鳴調崩長酒井  紀

望マリアンナ医科大学教授 西岡久寿樹

伊藤病院院長     伊 藤 公 ―

金澤  車

国際学院埼玉短期大学副学長橋本 ほ 也

聖マリアンナ医科大学教授 西岡久寿樹

″

顛 都がん1館)センター顧間西澤  題

順天堂大学医学部第一外科教授鶴丸 昌 彦

前癌研究会附属病院帰人科副部長目障ヽ  有脚野

聖路加国際病院外科   阿 部 令 彦

前国立がんセンター病院副院長成毛 露 夫

大阪医科大学第二内科教授 勝  健 一

久留米大学名誉教授   谷 川 久 ―

垂岳待霧蕗F罷豊
液内科部長
 藤 岡 成 徳

元予防がん学研究所所長 平 山  雄

前埼玉県立がんセンター総長武田 文 和

都立駒込病院形成外科部長 坂東 正 士

帥 慨寵看譜搬 前川 厚 子

前国立精神 神経センター総長

初台関谷神経科クリエック院長

前田立演奏所久里浜病院院長
河野クリニック院長

常盤台病院院長

東洋英和女子大学大学院教授

東邦大学名誉教授

下坂クリニック院長

東海大学医学部精神科教授

元日立精神 神 経センター精神
保健研究所精神保健計画部長

財団法人精神医学研究所理事
東京武蔵野病院日間

久苦

俊次

忠直

期
踏
洒
林
洒
麟
職
崎
訓
敗
酒
艦

隠雄

透

裕明

侶

友侶

木害

幸三

晃資

購

英彦

日―

亮人東急病院b療内科医長



「実顔ヘルスアンサー」サービスコードー覧表

1301生 理不順が続くとき

1302ビ ルの翻作用と注意

1303人 工妊娠中網

1304分 娩方法の選び方

1305さ か子の出産

1306高 齢妊娠 ・出産

1307人 工甜則情

1308羊 水雰刺

1309妊 娠中の服薬GttH)と X線

1310ほ 娠中のエックス線検査

1311更 年期障害の症状と生活

1312不 正出血

1313子 富ガン検診を受けよう

1314 ト リコモナス理淡・カンジダ症

1315乳 房のしこうと自己検診

1316子 富内腹症

1317妊 娠と感染症

1319妊 娠と糖尿病

1320卵 巣歴痢

1321妊 標とウイルス肝炎

艶1 騨| | ‐
1341予 防接種

1342 MMRワ クチン(新三種混含ワクチン)

1343夜 尿症

1344ア レルギー疾患

1345ア トピー性皮膚☆

1346け い祇ん、熱性けいれん

1347小 児のカゼ

1343川 崎病

1349子 どもの温疹

1350小 児のロロ済

1351母 乳晴育はなぜ大切か

1352削

1353赤 ちゃんの発育テスト

1354低 出生体度児

1355ダ ウン症候群

1356遺 伝相酸

1357夜 泣きと夜驚症

1358高 桃炎、アデノイドの手術

1359じ んま疹

嶺; i l ; i l i : i : i : キ
う
| ‐

1381 ボ ケにどう対処すればいいか

1382寝 たきりにさせないケア

1383床 すれの予防と手当て

前東京警察病院婦人科部長 山本

九州看護福祉大学学長   J琳

日本大学医学部産婦人科教授ほ

元日赤医療センター副院長 雨森

″

東京通信病院産婦人科部長 武田

熊本大学医学部産婦人科助教授槻

愛媛大学医学部産婦人科教授伊藤

猫協医科大学越谷病院産婦人科雑

慶応大学医学部産婦人科講師 1屈ロ

″

前東京警察病院産婦人科拙受山本 皓 ―

癌研究会附属病院婦人科副部長山内 一 弘

前東京警察病l題巨婦人科部長 山本 皓 ―

癌研究会船属病院鞭 外科部長霞 富 士雄

東京大学医学部産婦人科教授武谷 雄 二

順天堂大学医学部内科講師 森   健

前社会保険大宮総合病院院長久悪 直 志

輔案参り空夢冴授企
科頂間 陳  瑞東

聖マリアンナ医科大学教授 脳  四 郎

| | ■l t l l l

鑑了絃長語畜覇農益
学」幌科教
ヵ口藤 違夫

日本大学医学劉 呪科助教授 大久保

雰壬少縁層辱竺禄男窒
研究セン松本

愛育病院皮膚科部長   山 本

預天堂大学名誉教授元湘日涌安病院院長感

元大阪医科大学教授̀ 北規繊合病院顧間 西村

冊 餓 鋤(日細怖轍センタ報張 川崎

愛育病院皮膚科部長   山 本

邸滞毬韻剤 蛾棚クリニック大国

資育舗 院院長     鴨 下

″

東京慈恵会医科大学名誉教授前〕ll

期滞酵齢期学獅.牌婦崩 多田

筑波大学心身障害学系教授 宮本

東京家政大学教授     日 喜

医力防 lヽl鵬 躍」明旧競長伊藤

″

修

健治
―哉

親哉

般

富作
―哉

田彦

重彦

■
‐
| | | l i t

聖マリアンナ医科大学副理事長長谷〕ll粛回夫

横浜市立大学看護短期大学助教授カロi厳 墓車子

″

1384脳 卒中後遣症とりAビ リ

1385お 年寄りの健康に気をつけよう

1386お 年宙りのクスリの飲み方

1387お 年寄りと上手に導らすには

1388お 年寄りの食事

1389介 護者の健康管理

1390お 年寄りの歯

1391 在 宅で受けらllる介題サービスとは?

1392 介 難鞭 利用できる陶殴サービスとは?

1393老 人病院とは?

1394ホ …ムヘルプサービスとは?

1396 デ イサービス、ショートステイサービスとは?

1397噛 める人こそ健康

1398高 齢者の回腔ケア

艶 姉
1421腰 痛の生活督理

1422腰 痛体操

1423腰 痛の治療

1424慢 性関節リウマチ

1425五 十肩

1426テ エスひじ

1427変 形性ひざ関節症

1428頚 磁症

1429ギ ックリ腰と継間板ヘルエア

1430斜 顕 ・機関師脱臼

1451め まい。メニエール病

1452耳 R8り

1453中 耳☆

1454柳

1455声 がかれる

1456花 粉症 (アレルギー性鼻式)

1457副 RE☆ (薔ほ症)

1481近 視

1482眼 観・コンタクトレンズ

1483白 内障

1484緑 内障

1485老 眼

1486頼 尿病患者の目の管理

1487網 慎副離

1488 VDT作 業と目の健康

顛簿騨部リゼリテーン3刀雛 江藤 文 夫

サl陶幸クリニック院長  杉 山 孝 博

東京都多摩老人医療センター井上 円J輔

川崎幸クリニック院長  杉 山 孝 博

元横浜市西部病院栄養部 中 村 丁 次

横浜市立大学者護短期大学助教授力回i康 基 7

練鷲執醸センター邸口醐科振 渡辺 郁馬

赦 学人間学臥朧棚 専任講師宮崎 牧 子

〃

″

〃

″

螺昼鞭今撮露境と縫
歯科Bpl科張渡辺郁馬
″

東京都老人医療センター副院長 五十距 部男

日本大学文理学部体育学科教授ヨ保  麟

東京共済病院院長     河 端 正 也

聖マリアンナ医科大学教授 市川 陽 ―

翻橘諺景若窯提名誉院長 高 岸 直 人

埼玉手の外科研究所所長 児 島 忠 雄

日本医科大学リウマチ科教授 吉野 模 ―

九段坂病院      山 浦伊裟言

順天堂大学名誉教授   山 内 裕 雄

東京厚筆 金病鵬 形外科部長村上 貫 久

鯨静摩執醸センター厳 健卿 )林   泰 史

客冊査諺景語葵提名古院長 高 岸 直 人

■■| | |

. ‐■| , ■| | | |

伯厚生総合病院    竹 森 節 子

岩手医科大学問属病院院長 村 井 和 夫

名古屋市立大学名誉教授 馬 場 駿 盲

帝京大学医学雛預咽喉科教授鈴木 淳 一

東京大学名誉教授.北里大学耳鼻咽喉科康河8   車

餐繋 緊宮髄語騒酪斎藤 洋三

日耕紹醸靭畑輔 ,麟掛菊池 恭 三

否林大学名誉教授    提   昌 己

■ ■ lit蘇

順天堂大学医学部眼科教授 金 井  淳

マガタニ眼科院長    出 谷 久 雄

帝京大学医学部眼科教授  丸 尾 敏 夫

赤坂】ヒ澤眼科院長    北 澤 克 明

前順天堂大学医学部眼科教授金井  淳

日萩銘翻 帥 醜 松井 瑞 夫

北里大学医学部眼科教授 清 水 公 也

前山口大学教授栗本眼科医院院長 栗本  晋 二

一
一車
皓．
翻
離
醇
　
瓢
評
欝
陣
支

岬
裕
剛
田
縦

1431骨 粗察症

1432肩 こり

1458い びき



皮膚科

1511水 虫

1512し み 。あざ

1513ニ キビ

1514正 常な脱毛と異常な脱毛

1515円 形脱毛症

1516 rS、け

151フ おとなの湿疹

1518帯 状疱疹

1519ベ インクリエック

1520わ きが

1521 ビ アス皮膚炎

泌尿器科
1541勝 跳炎

1542尿 路緒石 (腎結石)

1543前 立腺肥大症

15紹 頻尿

1545女 性の尿失禁

1546包 茎

セックス
1571エ イズ

1572淋 病

1573勃 起障害 :ED

1574性 器短小

1575マ スターベーション

1576梅 牽

歯科
1621歯 槽ほ漏と歯石の除去

1622虫 歯予防

1623習 歯周囲炎 (親知らす)

1624歯 列矯正、八重歯

1625入 れ歯

1626歯 科の保険診療

1627口 臭

1628ア フタのできる病気

1629歯 のみがき方のポイント

検 査

1651尿 の検査

1652便 漕血反応

1653肝 機能検査

1654中 性贈肪とコレステロール

1655血 液中の尿酸値

1656胃 エックス線検査

東北大学医学部皮膚科教授 田上 メヽ朗

嬰憂下夢了昼9分章髯
成外科 平山  捜

前東海大学医学部皮膚科教授 大規戸宗男

順天堂大学医学部皮膚科教授 小,ll 秀 興

関東中央病院皮膚科部長  日 野 治 子

題下窮卒種履津杏歩辱空9夢 佐藤 吉昭
東京慈恵会医科大学皮膚科教授新村 R人

武蔵野病院名誉院長   若 杉 文 吉

日萩学騨部闘属編■bRE痛続 長鈴木 啓之

書友総合病院皮膚科部長 菅 原  信

||||ltl!

昭和大学医学部泌尿器科教授程雪田 難

我孫子東邦病院院長(源器科)醸磨 幸 司

京都府立医科大学源 器科教授渡遠  決

聖路加国際病院顧間(泌尿器科)岡本 配

日本コンチネンス協会会長 西村かおる

聖路加国際病院顧間働尿器科)岡本 ヨ覇日

||||||
都立駒込病院感染症科医長 根岸 昌 功

承喬粛奢;譲醤譜雰守聖サ雰 齋藤  功
博慈会言己念総合病院泌尿器科 自 井  隠 文

札幌医科大学名誉教授   熊 本  悦 明

″

駅辞輔覇霞翻雰看野雰 齋藤  功

佐藤歯科医院院長    佐 藤  佐

″

東京医科歯科大学名誉教授 岡田昭五郎

東京歯科大学名誉教授  佐 藤徹―郎

東京医科歯科大学名誉教授 田 端 酎

東京歯科大学名誉教授  佐 藤徹―郎

顛酬縛名勘隣蹴潮撰絆長内田 費 侶

東京医科歯科大学名誉教授 塩田 重 利

丸森歯科医院院長 丸森 買 エ

髄 翻簿継練熊崩厳 酒井  紀

国際臨床病理センター所長 河台  忠

帝愁 学医学部第一外科教授 高回 忠 破

欄珊撒蹴服.郭生輛 襴 中村 治 雄

国際臨床病理センター所長 河含  忠

目立がんセンター中央病院放射線科医長 松江  貫人

1657胃 内視鏡

1658自 荷心電図

1659超 音波横査とMRl

1660注 陽検査

生活全般
1681た ばこ

1682ア ,レコール

1683 BD構

1684減 塩のやり方

1685ビ タミンA

1686ビ タミンBl

1687ビ タミンC

1688ビ タミンE

1689カ ルシウム

1690微 工藤

1691食 物繊維

1692ド リンク剤

1693紫 外線 ・日続け

1694ダ ニとアレルギー

1695温 泉の効用

1696人 間ドック

|エイズ

目立がんセンター中央病院外科部長 渡辺   寛

心臓血管研究所名誉所長 カ ロ藤 和 三

国際臨床病理センター所長 河含  忠

目立がんセンター中央病院放射線科医長 樋  寛 人

愛知県がんセンター研究所所長 g永  祐 民

新町クリニック健康管理センター所長 蘇    敏

共立女子大学教授    井 上 俸 二

東海大学名誉教授    五 島雄―郎

実践女子大学栄奏鋼ヒ学宮娘 山回 迪 夫

″

昭和女子大学脚騒科学科教授鈴江想衣郎

清恵会病院院長 美濃  質

実践女子大学栄奏生化学教授山口 迪 夫

″

ぼ 闘 臨 艦 醸

東京慈恵会医科大学皮膚科助教授上出 良 ―

日弾鯨崩継蔽 期鮮名書類 宮本 昭正

医療法人社団六医会内幸阿診療所長号直日 増既努

保健同人診療所所長   村 田純―郎

州DS予防財臣
1跡 轟

1701エ イズはどのような病気ですか?

1702エ イズはどのようなところから感染するのですか?

1703 HiVに 感染しないためには日常どのようなことに気をつけるべきですか?

1704H,Vに 感染するとどのような症状がでますか? 自 覚症状はありますか?

1705 HiVに 感染すると必すエイズになり死ぬのですか?

1フ06検 査はいつ、どのようなところで受けられますか?

1708性 感染症にかかっているとHiV感染率が高くなるのはなぜですか?

1 71 0 HiV感染者が職場、あるいは身近にいたらどのようなことに気を付けるべきでしょうか?

171l HiV感染者、エイズ患者の悩みやlHaにのるカウンセリングや支援組織はありますか?

食中密 元日立小児病院小児医療研究センター感染症研究部長

1801食 中毒0‐157

1802食 中毒0‐157か ら身を守るために


